
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
ダ
イ
エ
ッ
ト

ハ
カ
リ
の
上
で

鳥
に
な
り
）
（
久
々
の

化
粧
に
子
ど
も

あ
と
ず
さ
り) 

（
陰
口
を

た
た
く
や
つ
ぼ
ど

ゴ
マ
を
す
り
）
（
恋
女
房

何
時
か
知
ら
ず
に

肥
え
女
房
）

続
い
て
、
主
催
者
の
森

長
岡
市
長
か
ら
は
、

67

年
前
の
今
日
、
学
童
２
８

４
名
を
含
む
１
４
８
２
名

の
尊
い
命
と
１
万
２
千
戸

が
被
災
し
た
。
本
年
３
月

に
ハ
ワ
イ
・
ホ
ノ
ル
ル
市

と
姉
妹
都
市
を
締
結
し
た

が
、
平
和
に
向
け
て
さ
ら

に
努
力
を
続
け
、
記
憶
を

後
世
に
一
人
一
人
が
語
り

継
ぐ
こ
と
が
、
世
界
平
和

(1)第758号（1991年3月22日第三種郵便物認可）   れんごう中越地協  毎月3回(1日･11日･21日発行)2012年8月11日

長
岡
市
非
核
平
和
都
市

宣
言
市
民
の
集
い
は
市
内

の
寺
院
が
一
斉
に
鐘
を
打

つ
午
前
８
時
に
全
員
の
黙

と
う
で
開
会
し
た
。

昭
和

59
年
県
内
で
初

め
て
制
定
さ
れ
た｢

非
核

平
和
都
市
宣
言｣

が
平
和

の
た
め
の
長
岡
行
動
実
行

委
員
会
の
小
柳
委
員
長
か

ら
朗
読
さ
れ
、
平
和
を
象

徴
す
る
鳩
が
放
た
れ
た
。

賃上げ･一時金情報、活動予定･紹介･報告、地域よもやま情報、連合中越のホームページは http://tyuuetu.net/     連合中越のメールアドレスは rengo.c@topaz.ocn.ne.jp

か
ら
平
和
の
森
公
園
で
開

か
れ
約
１
０
０
０
名
が
参

加
し
た
。

第
１
部
で
は
ハ
ワ
イ
の

伝
統
・
ア
ロ
ハ
の
精
神
を

込
め
た
フ
ラ
ダ
ン
ス
が
披

露
さ
れ
た
。
ま
た
、
森
長

岡
市
長
も
ウ
ク
レ
レ
で
仲

間
入
り
し
、
長
岡
市
か
ら

世
界
平
和
に
つ
な
が
っ
て

ほ
し
い
と
述
べ
ら
れ
た
。

第
２
部
は
、
県
内
で
歌

う
活
動
団
体
の
ゴ
ス
ペ

ル
。
歌
の
力
と｢

祈
り
と

絆｣

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
心

に
響
い
た
。

終
わ
り
に
は
、
柿
川
に

慰
霊
の
灯
篭
が
流
さ
れ
、

空
襲
で
犠
牲
と
な
っ
た
悲

し
い
出
来
事
を
思
い
、
世

界
平
和
を
祈
る
コ
ン
サ
ー

ト
だ
っ
た
。

で
な
く
し
、
そ
の
こ
と
を

語
ら
な
い
も
う
一
人
の
叔

母
の
手
紙
や
母
か
ら
聞
い

た
話
を
語
り
、
戦
争
の
悲

惨
さ
を
伝
え
る
詩
が
朗
読

さ
れ
た
。
第
２
部
で
は
、

広
島
派
遣
中
学
生
の
決
意

表
明
や
広
島
招
待
中
学
生

の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
た
。

続
い
て
、
長
岡
市
立
南
中

学
校
生
徒
に
よ
る
平
和
劇

｢

平
和
の
心
を
未
来
へ
、

８
月
１
日
を
忘
れ
な
い｣

の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
Ｄ
Ｖ
Ｄ

上
映
と
「
誓
い
」
と
い
う

創
作
曲
が
合
唱
さ
れ
た
。

第

18
回
平
和
の
森
コ

ン
サ
ー
ト
が
、
７
月

31

日(

火)

午
後
６
時

30
分

な
が
お
か
平
和
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
８
月
１
日(

水)

午

後

１

時

30

分

か

ら

ア

オ
ー
レ
長
岡
で
開
か
れ
８

０
０
名
を
超
え
る
市
民
が

参
加
し
た
。

第
１
部
は
、
講
演｢

あ

の
日
を
生
き
の
び
た
私

は-

東
京
大
空
襲｣

と
朗
読

｢

戦
場｣(

花
森
安
治
著)

を

日
色
と
も
ゑ
氏
が
語
っ

た
。
祖
母
・
叔
母
を
空
襲

田
が
火
の
海
と
な
っ
て
気

を
失
い
か
け
た
が
、
明
け

方
栖
吉
小
学
校
に
た
ど
り

着
い
た
。
女
学
校
に
戻
る

と
校
舎
も
寄
宿
舎
も
跡
形

も
な
く
焼
け
て
い
た
。

リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
い
小
国

か
ら
自
転
車
で
探
し
に
き

た
父
が
私
を
見
つ
け
る
な

り
「
生
き
て
い
た
か
！
」

と
言
っ
た
、
父
の
大
粒
の

温
か
い
涙
を
忘
れ
な
い
。

父
が
持
っ
て
き
た
母
の
お

に
ぎ
り
１
個
と
き
ゅ
う
り

１
本
を
泣
き
な
が
ら
食
べ

た
。
防
空
頭
巾
は
母
が
着

物
を
ほ
ぐ
し
て
作
っ
て
く

れ
た
も
の
で
ボ
ロ
ボ
ロ
と

な
っ
た
。
私
に
は

17

人

の
孫
が
い
る
。
孫
が
一
つ

の
命
の
重
み
に
つ
い
て
書

い
た
作
文
の
中
に
「
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
死
ん
で
た
ら
僕

は
こ
こ
に
い
な
か
っ
た
。

戦
争
を
生
き
抜
い
て
く
れ

て
あ
り
が
と
う
」
と
あ
っ

た
。
１
４
８
２
名
の
尊
い

命
は
ど
う
い
う
重
み
だ
ろ

う
か
。
ど
ん
な
に
生
き
た

か
っ
た
だ
ろ
う
。
空
襲
体

験
を
話
し
た
く
な
い
人
も

い
る
だ
ろ
う
が
、
若
い
人

に
は
そ
の
体
験
を
聞
い

て
、
語
り
継
い
で
ほ
し
い

と
結
ば
れ
た
。

に
つ
な
が
る
等
の
挨
拶
が

述
べ
ら
れ
た
。
次
に
、
田

村
新
教
組
執
行
委
員
長
か

ら
亡
く
な
っ
た
子
供
た
ち

の
慰
霊
と
平
和
を
願
っ
て

作
ら
れ
た
平
和
像
の
由
来

に
つ
い
て
話
さ
れ
た
。

献
花
に
続
い
て
長
岡
空

襲
当
時

15
歳
の
市
内
に

住
む
中
村
さ
ん
が
次
の
よ

う
な
体
験
を
語
っ
た
。
体

験
で
は
、
当
時
は
学
徒
動

員
で
特
攻
隊
の
計
器
を
磨

く
仕
事
で
勉
強
な
ど
で
き

る
状
況
に
な
か
っ
た
。
左

近
に
原
子
力
爆
弾
の
模
擬

爆
弾
が
投
下
さ
れ
た
。
空

襲
当
日
は
女
学
校
寄
宿
舎

で
共
同
生
活
中
に
警
報
の

サ
イ
レ
ン
で
目
を
開
け
る

と
真
っ
赤
だ
っ
た
。
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
も
焼
夷
弾
が
落

ち
、
大
手
通
方
向
も
真
っ

赤
に
燃
え
て
い
た
。
防
空

頭
巾
を
持
っ
て
必
死
に
炎

か
ら
逃
げ
、
今
朝
白
の
踏

切
を
渡
り
福
島
江
に
も
飛

び
込
ん
だ
。
栖
吉
川
の
土

手
で
伏
せ
て
い
る
と
き
に

は
、
線
香
花
火
の
よ
う
に

焼
夷
弾
が
落
ち
る
様
や
青
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１
４
８
２
人
が
犠
牲
と
な
っ
た
昭
和

20
年
８
月

１
日
の
長
岡
空
襲
か
ら

67
年
を
経
た
８
月
１
日

(
水)

午
前
８
時
に
平
和
の
森
公
園
で
市
民
な
ど
５
０

０
名
以
上
が
参
加
し
て
、
長
岡
市
非
核
平
和
都
市
宣

言
市
民
の
集
い
が
開
か
れ
た
。

  

非核平和都市宣言市民の集い・平和フォーラム・平和の森コンサート

第

30
回
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
開
幕
し
て
、
８
月
12

日
で
閉
幕
と
な
る
が
、
嘉
納
治

五
郎
選
手
団
長
率
い
る
日
本

が
、
第
５
回
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム

五
輪
に
初
参
加
し
て
１
０
０
年

と
な
る
節
目
の
大
会
ら
し
い
▼

こ
の
大
会
は
、
初
物
の
多
い
大

会
で
あ
る
よ
う
で
、
こ
れ
ま
で

イ
ス
ラ
ム
教
の
戒
律
に
基
づ

き
、
男
性
し
か
出
場
さ
せ
て
い

な
か
っ
た
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、

カ
タ
ー
ル
、
ブ
ル
ネ
イ
が
女
性

選
手
を
派
遣
す
る
こ
と
に
な

り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
史
上
初
め

て
す
べ
て
の
国
・
地
域
か
ら
女

性
選
手
が
参
加
で
き
る
大
会
と

な
っ
た
。
こ
れ
も
、
初
め
て
で

あ
る
が
２
０
４
の
国
と
地
域
が

女
性
選
手
を
派
遣
し
て
い
る
。

ま
た
今
本
大
会
は
ボ
ク
シ
ン
グ

で
女
子
種
目
を
新
た
に
採
用

し
、
初
め
て
全
競
技
で
男
女
の

種
目
が
実
施
さ
れ
る
▼
日
本
の

選
手
団
は
期
待
の
大
小
は
あ
る

も
の
の
、
大
い
に
力
を
発
揮
し

て
く
れ
て
い
る
と
思
う
。
こ
れ

ま
で
に
メ
ダ
ル
の
無
か
っ
た
卓

球
女
子
も
初
の
メ
ダ
ル
。
そ
の

他
に
も
、
あ
ま
り
注
目
の
な
い

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
は
静
寂
の
中
で

の
緊
張
し
た
空
気
感
が
気
持
ち

を
引
き
締
め
る
。
男
子
個
人
で

銀
メ
ダ
ル
を
と
っ
た
▼
世
界
の

中
に
は
、
ま
だ
ま
だ
い
ろ
ん
な

制
限
が
あ
り
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

出
ら
れ
な
い
国
も
あ
る
が
、
ス

ポ
ー
ツ
の
祭
典
は
国
境
を
越

え
、
も
っ
と
多
く
の
人
々
を
繋

ぐ
手
段
と
し
て
広
が
っ
て
欲
し

い
。
平
和
の
架
け
橋
と
な
る
こ

と
を
祈
り
な
が
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
感
謝
し
た
い
。
残
暑
と
睡

魔
、
更
に
は
自
身
と
の
戦
い
？

の
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

あ
っ
た
。

副議長

小川正巳≪№85≫

   東蔵王２

な
が
お
か
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム

講
演
会
・
生
徒
に
よ
る
劇

第

18
回
平
和
の
森
コ
ン
サ
ー
ト

祈
り
と
絆
が
心
に
響
く



平 和 宣 言
1945年8月6日8時15分、私たちの故郷は、一発の原子爆弾により灰じんに帰しました。帰る家や慣れ

親しんだ暮らし、大切に守ってきた文化までもが失われてしまいました。――「広島が無くなってい

た。何もかも無くなっていた。道も無い。辺り一面焼け野原。悲しいことに一目で遠くまで見える。市

電の線路であろう道に焼け落ちた電線を目安に歩いた。市電の道は熱かった。人々の死があちこちに

あった。」――それは、当時20歳の女性が見た街であり、被爆者の誰もが目の当たりにした広島の姿で

す。川辺からは、賑やかな祭り、ボート遊び、魚釣りや貝掘り、手長えびを捕る子どもたちの姿も消え

てしまいました。

そして原爆は、かけがえのない人の命を簡単に破壊してしまいました。――「警防団の人と一緒にト

ラックで遺体の収容作業に出る。少年の私は、足首を持つように言われ、つかむが、ズルッと皮がむけ

て握れない。覚悟を決めて指先に力を入れると、滴が垂れた。臭い。骨が握れた。いちにのさんでト

ラックに積んだ。」――この当時13歳の少年の体験のように、辺り一面は、無数の屍が重なり、声にな

らない呻き声の中、息のない母親のお乳を吸い続ける幼児、死んだ赤子を抱き締め虚ろな顔の母親な

ど、正に生き地獄だったのです。

当時16歳の少女は、大切な家族を次々と亡くしました。――「 7歳だった弟は、被爆直後に全身火傷

で亡くなり、ひと月後には、父と母、そして 13歳の弟と11歳の妹が亡くなりました。唯一生き残った当

時3歳の弟も、その後、癌で亡くなりました。」――広島では、幼子からお年寄りまで、その年の暮れ

までに14万人もの尊い命が失われました。

深い闇に突き落とされたヒロシマ。被爆者は、そのヒロシマで原爆を身を以て体験し、後障害や偏見

に苦しみながらも生き抜いてきました。そして、自らの体験を語り、怒りや憎しみを乗り越え、核兵器

の非人道性を訴え、核兵器廃絶に尽力してきました。私たちは、その辛さ、悲しさ、苦しみと共に、そ

の切なる願いを世界に伝えたいのです。

広島市はこの夏、平均年齢が78歳を超えた被爆者の体験と願いを受け継ぎ、語り伝えたいという人々

の思いに応え、伝承者養成事業を開始しました。被爆の実相を風化させず、国内外のより多くの人々と

核兵器廃絶に向けた思いを共有していくためです。

世界中の皆さん、とりわけ核兵器を保有する国の為政者の皆さん、被爆地で平和について考えるた

め、是非とも広島を訪れてください。

平和市長会議は今年、設立30周年を迎えました。2020年までの核兵器廃絶を目指す加盟都市は5,300

を超え、約10億人の市民を擁する会議へと成長しています。その平和市長会議の総会を来年 8月に広島

で開催します。核兵器禁止条約の締結、さらには核兵器廃絶の実現を願う圧倒的多数の市民の声が発信

されることになります。そして、再来年の春には、我が国を始め 10の非核兵器国による「軍縮・不拡散

イニシアティブ」の外相会合も開催されます。核兵器廃絶の願いや決意は、必ずや、広島を起点として

全世界に広がり、世界恒久平和に結実するものと信じています。

2011年3月11日は、自然災害に原子力発電所の事故が重なる未曾有の大惨事が発生した、人類にとっ

て忘れ難い日となりました。今も苦しい生活を強いられながらも、前向きに生きようとする被災者の皆

さんの姿は、67年前のあの日を経験したヒロシマの人々と重なります。皆さん、必ず訪れる明日への希

望を信じてください。私たちの心は、皆さんと共にあります。

あの忌まわしい事故を教訓とし、我が国のエネルギー政策について、「核と人類は共存できない」と

いう訴えのほか様々な声を反映した国民的議論が進められています。日本政府は、市民の暮らしと安全

を守るためのエネルギー政策を一刻も早く確立してください。また、唯一の被爆国としてヒロシマ・ナ

ガサキと思いを共有し、さらに、私たちの住む北東アジアに不安定な情勢が見られることをしっかり認

識した上で、核兵器廃絶に向けリーダーシップを一層発揮してください。そして、原爆により今なお苦

しんでいる国内外の被爆者への温かい支援策を充実させるとともに、「黒い雨降雨地域」の拡大に向け

た政治判断をしてください。

私たちは、今改めて、原爆犠牲者の御霊に心から哀悼の誠を捧げるとともに、この広島を拠点にし

て、被爆者の体験と願いを世界に伝え、核兵器廃絶と世界恒久平和の実現に全力を尽くすことを、ここ

に誓います。

  平成24年（2012年）8月6日

                                広島市長 松井 一實

平 和 宣 言
人間は愚かにも戦争をくりかえしてきました。しかし、たとえ戦争であっても許されない行為があり

ます。現在では、子どもや母親、市民、傷ついた兵士や捕虜を殺傷することは「国際人道法」で犯罪と

されます。毒ガス、細菌兵器、対人地雷など人間に無差別に苦しみを与え、環境に深刻な損害を与える

兵器も「非人道的兵器」として明確に禁止されています。

1945年8月9日午前11時2分、アメリカの爆撃機によって長崎に一発の原子爆弾が投下されました。人

間は熱線で黒焦げになり、鉄のレールも折れ曲がるほどの爆風で体が引き裂かれました。皮膚が垂れ下

がった裸の人々。頭をもがれた赤ちゃんを抱く母親。元気そうにみえた人々も次々に死んでいきまし

た。その年のうちに約7万4千人の方が亡くなり、約7万5千人の方が負傷しました。生き残った人々も放

射線の影響で年齢を重ねるにつれて、がんなどの発病率が高くなり、被爆者の不安は今も消えることは

ありません。

無差別に、これほどむごく人の命を奪い、長年にわたり人を苦しめ続ける核兵器がなぜいまだに禁止

されていないのでしょうか。

昨年11月、戦争の悲惨さを長く見つめてきた国際赤十字・赤新月運動が人道的な立場から「核兵器廃

絶へ向かって進む」という決議を行いました。今年 5月、ウィーンで開催された「核不拡散条約（ＮＰ

Ｔ）再検討会議」準備委員会では、多くの国が核兵器の非人道性に言及し、 16か国が「核軍縮の人道的

側面に関する共同声明」を発表しました。今ようやく、核兵器を非人道的兵器に位置付けようとする声

が高まりつつあります。それはこれまで被爆地が声の限り叫び続けてきたことでもあります。

しかし、現実はどうでしょうか。

世界には今も1万9千発の核兵器が存在しています。地球に住む私たちは数分で核戦争が始まるかもし

れない危険性の中で生きています。広島、長崎に落とされた原子爆弾よりもはるかに凄まじい破壊力を

持つ核兵器が使われた時、人類はいったいどうなるのでしょうか。

長崎を核兵器で攻撃された最後の都市にするためには、核兵器による攻撃はもちろん、開発から配備

にいたるまですべてを明確に禁止しなければなりません。「核不拡散条約（ＮＰＴ）」を越える新たな

仕組みが求められています。そして、すでに私たちはその方法を見いだしています。

その一つが「核兵器禁止条約（ＮＷＣ）」です。 2008年には国連の潘基文事務総長がその必要性を訴

え、2010年の「核不拡散条約（ＮＰＴ）再検討会議」の最終文書でも初めて言及されました。今こそ、

国際社会はその締結に向けて具体的な一歩を踏み出すべきです。

「非核兵器地帯」の取り組みも現実的で具体的な方法です。すでに南半球の陸地のほとんどは非核兵

器地帯になっています。今年は中東非核兵器地帯の創設に向けた会議開催の努力が続けられています。

私たちはこれまでも「北東アジア非核兵器地帯」への取り組みをいくどとなく日本政府に求めてきまし

た。政府は非核三原則の法制化とともにこうした取り組みを推進して、北朝鮮の核兵器をめぐる深刻な

事態の打開に挑み、被爆国としてのリーダーシップを発揮すべきです。

今年4月、長崎大学に念願の「核兵器廃絶研究センター(ＲＥＣＮＡ)」が開設されました。「核兵器

のない世界」を実現するための情報や提案を発信し、ネットワークを広げる拠点となる組織です。「Ｒ

ＥＣＮＡ」の設立を機に、私たちはより一層力強く被爆地の使命を果たしていく決意です。

核兵器のない世界を実現するためには、次世代への働きかけが重要です。明日から日本政府と国連大

学が共催して「軍縮・不拡散教育グローバル・フォーラム」がここ長崎で始まります。

核兵器は他国への不信感と恐怖、そして力による支配という考えから生まれました。次の世代がそれ

とは逆に相互の信頼と安心感、そして共生という考えに基づいて社会をつくり動かすことができるよう

に、長崎は平和教育と国際理解教育にも力を注いでいきます。

東京電力福島第一原子力発電所の事故は世界を震撼させました。福島で放射能の不安に脅える日々が

今も続いていることに私たちは心を痛めています。長崎市民はこれからも福島に寄り添い、応援し続け

ます。日本政府は被災地の復興を急ぐとともに、放射能に脅かされることのない社会を再構築するため

の新しいエネルギー政策の目標と、そこに至る明確な具体策を示してください。原子力発電所が稼働す

るなかで貯め込んだ膨大な量の高レベル放射性廃棄物の処分も先送りできない課題です。国際社会はそ

の解決に協力して取り組むべきです。被爆者の平均年齢は77歳を超えました。政府は、今一度、被爆により

苦しんでいる方たちの声に真摯に耳を傾け、援護政策のさらなる充実に努力してください。

原子爆弾により命を奪われた方々に哀悼の意を表するとともに、今後とも広島市、そして同じ思いを持

つ世界の人たちと協力して核兵器廃絶に取り組んでいくことをここに宣言します。

  2012年（平成24年）8月9日                     長崎市長 田上 富久


